
グラフ：グリホサートと自閉症*
自閉症の子供（6歳から21歳）の数とトウモロコ
シと大豆におけるグリホサート使用IDEA調査
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* http://www.organic-systems.org/journal/92/JOS_Volume-9_Number-2_Nov_2014-Swanson-et-al.pdf
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グリホサート検査 
発癌物質であり、健康をおびやかす除草剤の脅
威

検査概要
グリホサートは世界で最も広く生産されている除草剤であり、ラウンドア
ップという除草剤を含む、主な除草剤の主要な毒性化合物です。さらに、
この化合物は広範囲で700以上もの異なる製品に使用されており、農業や林業から家庭用の除草剤まで幅広く利用されていま
す。グリホサートは1970年代に、草類内のアミノ酸のチロシン、トリプトファン、フェニルアラニンを産生する酵素を標的にし、草
類を殺傷するために世に出回りました。多くのバクテリアの酵素はこの化学物質による阻害に影響を受けやすく、多くの動物の
細菌叢を変化させてしまいます。また、グリホサートの利用は、グリホサートに耐性がありこの化学物質が土中にあっても育てる
ことのできる穀物の遺伝子組み換え（GMO）の導入により増幅しました。そして、界面活性剤の毒素は、グリホサート単体よりも
グリホサート及びポリオキシエチレンアミン（POEA）の混ぜ合わせたものの方が一般的に毒素が強いことがわかっています(1)
。2014年には、Enlist Duoという2,4-ジクロロフェノキシ酢酸塩(2,4-D)とグリホサートが含まれている除草剤が、この2,4-Dとグリ
ホサートに耐性のあるように加工された遺伝子組換大豆とコーンに使用することがカナダと米国にて認可されました。2,4-Dは
それ自体が多種の毒性作用があり、それはTOXDetect検査にて測ることができます。このグリホサート検査は、グレートプレイン
ズ研究所の有毒有機化学物質の検査である検査及び有機酸検査に、同じ尿検体を利用し追加注文をすることで割引料金で受
けることができます。

臨床的意義
グリホサートは、世界保健機関の国際がん研究機関によって発がん性の可能性があると宣言されています。 農場労働者の慢性腎
疾患は、グリホサートへの暴露とも関連しています。 研究者のステファニー・セネフとアンソニー・サムセルは、動物のグリホサ
ート毒性はシトクロムP450酵素活性の変化によるものだと提案しています。 さらに、多くの有益な微生物はグリホサートの影響
を受けやすく、有益な植物相が減少し、サルモネラやクロストリジウムなどの細菌性病原体が増加します。 Seneffらによる最近
の研究では、グリホサートやGMO食品の摂取と、一般的な癌、自閉症、アルツハイマー病、多発性硬化症、糖尿病など、さまざま
な疾患との間に有意な関連性が見られました。

自閉症などの数多くの慢性疾患がグリホサートの使用と高い
相関関係があります。 グレートプレインズ研究所は近年、3つ子

（2人は自閉症、1人は発作性障害が疑われる）に関する研究
を実施し、グリホサートの摂取が減少すると（オーガニック食品
への切り替え）、症状が改善することを発見しました。 相関の高
い他の疾患の発生率には、高血圧、脳卒中、糖尿病、肥満、リポ
タンパク質代謝障害、アルツハイマー病、老人性認知症、パー
キンソン病、多発性硬化症、炎症性腸疾患、腸感染症、末期腎
疾患、急性腎不全、甲状腺がん、 肝臓、膀胱、膵臓、腎臓、および
骨髄性白血病があります。 相関関係は因果関係ではありませ
んが、地球上のすべての生命がさらされていると思われる化学
物質の使用に対する懸念を引き起こしています。
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 Glyphosate Profile

Patient Value
  Result

µg/g  creatinine
Metabolite

  Glyphosate  2.50

LLOQ

0.38

75th

1.8

95th

2.5

Glyphosate is the world’s most widely produced herbicide.  It is a broad-spectrum herbicide that is used in more than 700 

different products for agriculture and forestry to home use.  Glyphosate was introduced in the 1970s to kill weeds by targeting the 

enzymes that produce the amino acids tyrosine, tryptophan, and phenylalanine.   Usage of glyphosate has since amplified, after 

the introduction of genetically modified (GMO) glyphosate-resistant crops.

Recent studies have discovered glyphosate exposure to be a cause of many chronic health problems.  It can enter the body by 

direct absorption through the skin, by eating foods treated with glyphosate, or by drinking water contaminated with glyphosate .  

The World Health Organization International Agency for Research on Cancer published a summary in March 2015 that classified 

glyphosate as a probable carcinogen in humans.  Possible cancers linked to glyphosate exposure include non -Hodgkin 

lymphoma, renal tubule carcinoma, pancreatic islet-cell adenoma, and skin tumors.  Studies have also indicated that glyphosate 

disrupts the microbiome in the intestine, causing a decrease in the ratio of beneficial to harmful bacteria.  The relationship 

between the microbiome of the intestine and overall human health is still unclear, but current research indicates that disruption of 

the microbiome could cause diseases such as autism, metabolic disorder, diabetes, depression cardiovascular disease, and 

autoimmune disease.  

Treatment of glyphosate toxicity should be centered on determining the route of introduction and avoiding future exposure .  

Glyphosate is readily metabolized in the body. However, a recent study found that glyphosate accumulates in mammalian bones .  

Another study found glyphosate to be detectable in mammalian intestine, spleen, liver, muscle, and kidney.  Kidney impairment 

is common in regions where glyphosate may accumulate in ground water as metal chelates. The most effective way to reduce 

glyphosate exposure is to avoid living in areas where glyphosate is applied and to avoid eating GMO foods or animal products 

such as milk or meat for which GMO foods were used to feed the animals.

Since glyphosate is now commonly combined with the weed killer 2,4-dichlorophenoxyacetic acid (2,4-D), testing for this 

chemical with the GPL-TOX test may wish to be considered also.

**N.D. - Not Detected

Testing performed by The Great Plains Laboratory, Inc., Lenexa, Kansas. The Great Plains Laboratory has developed and determined the 

performance characteristics of this test. This test has not been evaluated by the U.S. FDA; the FDA does not currently regulate such testing.
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*LLOQ - Lower Limit of Quantitation

どのようにグリホサートに暴露してしまうのか
グリホサートのキレート能力は重金属にも影響しています。病因不明の腎疾患（尿細管腎症）の高い発生率が、太平洋沿岸や、
中央アメリカ諸国のエルサルバドル、ニカラグア、コスタリカ、またインド、スリランカなどの若い男性の農場労働者の間で大流
行しています(8)。研究者らはグリホサートが様々な重金属と安定したキレート（重金属とグリホサートが結合）を形成し、食料飲
料を通して摂取されたり、あるいは水田の労働者の場合は皮膚より吸収されることを提言しています。これらのグリホサート－
重金属キレートは、腎臓へ届き腎臓を損傷します。この著者らは、キレート化されていないグリホサートは短期間しか残りませ
んが、この重金属とくっついたキレートは硬水や粘土土壌に蓄積され、数年もの間残り続けることを提言しています。またこのキ
レートは、グリホサートのみを検出する一般の化学分析では検出されず、重金属が高い場合（例えば硬水や粘土土壌内で）、グ
リホサートの環境内の推定量を大幅に低く見積もってしまいます。

対策
グリホサート毒性の治療対策は、侵入経路の決定と将来の
曝露の回避に集中する必要があります｡ GMO (遺伝子組み
換え生物）以外の食物を食べたり、逆浸透水を飲んだりする
ことは、グリホサートを避けるための2つの最良の方法です。
近年の研究では、オーガニック食品を食している個人の尿か
らは非常に少ないグリホサートしか検出されなかったことが
報告されています。グリホサートが水溶性であることから、水
分摂取を心がけることも有益でしょう。現在使用されている
トウモロコシと大豆の90%以上はGMOタイプです。現在（米
国で）使用されているコーンや大豆の90%は遺伝子組み換え
タイプです。また、非遺伝子組み換えの小麦も、乾燥させる過
程でグリホサートが使用されています。グリホサートはやや
揮発性をもち、雨水にも高い確率でグリホサートが含まれて
います。別の研究では、グリホサートが骨に蓄積していること
がわかりました。カルシウムに対してのグリホサートの強力
なキレート能力を考えれば、骨への蓄積は驚くものではない
でしょう。また他の研究はグリホサートは腸内、肝臓内、筋肉
内、脾臓および腎臓組織にも検出されることも示しています。
誤って自分自身にグリホサートの除草剤がかかってしまった54歳の男性は、その6時間後に播種性皮膚病変を発現させてしま
いました。その1ヵ月後その男性は対称性パーキンソン症候群を発現しています。.
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Glyphosate is sprayed
on GMO food crops.

GMO corn is one of the 
most common crops to be 
treated with glyphosate.

We consume the GMO 
corn with glyphosate.

Clostridia produces HPHPA 
and 4-cresol, which inhibit 

the conversion of dopamine 
to norepinephrine

in the brain.

Glyphosate has been 
shown to reduce beneficial 
bacteria in the gut and allow 
toxic bacteria like Clostridia 

to proliferate.  

Excess dopamine can 
cause brain damage.

ノルエピネフリン

ドーパミンβヒドロキシ
ラーゼを阻害

グリホサートは、GMO食用作物に散
布されます。

過剰なドーパミンは脳損傷を引
き起こす可能性があります。

GMOトウモロコシは、グリホサー
トで処理される最も一般的な作物

の1つです。

クロストリジウムはHPHPAと4-クレ
ゾールを産生し、脳内のドーパミン
からノルエピネフリンへの変換を

阻害します。

グリホサートは腸内の有益な細菌を減
らし、クロストリジウムなどの有毒な細菌

を増殖させることが示されています。

私たちはGMOトウモロコシを食す
るときグリホサートとともに消費

しています。
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